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ウッドバッジ実修所は隊指導者訓練の上級訓練として位置づけられ、ウッドバッジ研修

所を修了し最低１年間のプログラム展開を経験した隊指導者を対象とし、「プログラム推

進能力の向上」に特化した訓練が実施されます。

また、ウッドバッジ実修所は

第１教程：課題研究～部門別に設定された課題に取り組む

第２教程：基本訓練～部門別の集合訓練・３泊４日の野営

第３教程：実務訓練～自隊で取り組んだ結果を報告する

により構成されますが、第２教程では、スカウティングの本質の理解を高めるために高度

の班野営を体験することから、第２教程へ進むためにはスキルトレーニングを修了するこ

とが必須となっています。

ビーバースカウト隊の隊長としてのプログラム推進能力向上を目的とするこの訓練は、

ビーバースカウトの訓育に責任を持つ隊長の皆様には、本来あるべき姿のスカウティング

について理解を深め、自隊のスカウトに良質のプログラムを提供していくために、是非参

加していただきたいものです。

また、すべての教程やスキルトレーニング等においてトレーナーが直接支援しますので、

まずは団委員長へ参加の意思表示をしてください。

第３教程の取り組みについては第２教程の中で説明されるので、ここでは、第１教程・

第２教程について説明します。

まず、第２教程へと至る流れについて説明します。
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すべての項目を履修し、修了認
定を受けます。

日本連盟から参加が認められると、参加案内と参加費振込用紙などが送
付されます。
参加案内に従って､携行品の準備､参加費の振込み等を行ってください。
なお、参加費は県連盟で負担します。後日お渡ししますので、県連事務
局へ金額をお知らせください。

スキルトレーニングの修了

参 加 決 定

｢ウッドバッジ実修所第二教程参加申込書｣の所
定の欄を記入し、県連盟事務局へ提出します。
日本連盟の参加申し込み締め切りに留意し、余
裕をもって作成してください。

参加申し込み

今の隊運営はベストな状態ですか？
自隊のスカウトのために、今より質の高いプログラムを
提供していくために参加するという気持ちを持って、団
委員長へ意思表示します。

意 思 表 示

課題研究の履修認定を受けます。
課題研究履修の有効期間は２年間です。
履修認定から２年以内に第２教程に参加しなければなり
ません。

課題研究の履修

「課題研修」ではなく「課題研究」です。
取り組んだことを列挙するだけではなく、そのことに対
して自分の考えや意見を、トレーナーの支援によりまと
めていきます。

課題研究への取組

残りの項目について取
り組み、第２教程参加
までに修了します。

ｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの取組み
日連の申込み締め切り
は開設4週間前です｡開
設日を確認し､余裕のあ
る計画をたてます｡

参加の計画

ビーバースカウト課程
の「課題研究」課題を
確認します。

課題研究の確認
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次に、課題研究への取組について説明します。

第２教程は、自隊の課題、問題点の改善や解決を図り、自隊の隊運営、特にプログラム

プロセスに反映させることに意義があり、自身が所属している部門の実修所へ参加するこ

とを前提としています。

また、第２教程で効率の良い学習をおこなうため、以下により事前に課題研究に取り組

んでいただきます。

課題研究の履修は、トレーナーが認定します。

(1) 課題１では、スカウトが楽しめ、保護者に受け入れられるプログラムを考えるときの

前提となる、スカウトや保護者のニーズの集約をおこないます。

(2) ①は保護者のニーズの集約です。

ビーバースカウト年代にあっては、「子どもにこんなふうに育って欲しい」といった

保護者のニーズ、願いが特に重要となってきます。

(3) ②はスカウトのニーズの集約です。

この年代の子どもたちは、自分たちのニーズというものがあまりはっきりしていない

ので、直接スカウトにニーズを聞くよりも、スカウトの状態をよく観察し、興味のある

こと、夢中になっていることなどを見つけることで、ニーズを見つけることができます。

(4) これらを箇条書きで記述してください。

(1) 課題２では、課題１で集約したニーズをうけて、2時間程度の仮想隊集会を考えます。

この時、この年代の特性やニーズにビーバースカウト隊の活動の目標を加味すること

は、もともとのニーズをどのようにして実りのあるものに発展させて、豊かな（スカウ

トにとっては楽しい、教育的効果のある）プログラムにしていくのかに関わってきます。

(2) 隊長ハンドブックに掲載されている隊集会実施計画書の例を参考に作成してくださ

い。
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(1) 課題３では、自隊の年間プログラムにより、活動内容、活動目標、進歩課程などにつ

いてビーバースカウト活動に照らし合わせて見直し、自隊での問題点、課題を洗い出し

ます。

(2) 年間プログラムを評価し、何が、どこが問題なのか、改善すべき点は何か等について

考えます。そのことによってスカウトにどのような効果が期待されるのかということも

併せて考えます。

(3) 次の表を参考に、隊集会ごとに一覧表を作成してください。

(4) 当該隊集会実施計画書を添付してください。

(1) 課題４では、スカウトにより良い活動を提供するために、自分は、団からどのように、

またはどのような支援を受けることができるのかを具体的に考えます。そのために、団

会議、団委員会の機能と役割を理解します。

(2) ①は、団会議と団委員会の機能と役割をそれぞれ列挙してください。機能と役割につ

いては、「団の運営と団委員会」で詳しく説明しています。

(3) ②は、課題２の隊集会を実施するために必要と思われる支援を項目立てし、誰から支

援を受けるのかを項目ごとに記載してください。

ここでの「誰」は、団関係者のみならず、県連や地区、また地域社会や個人・団体な

ど、あなたや団を取り巻く環境を思い起こし、幅広い視野により考えてください。
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(1) 課題５では、これまでのプログラム活動で実際に工夫したこと、今現在工夫している

ことを確認するとともに、今後さらにどんなことを工夫しようとするのかについて考え

ます。

(2) これらをありのままに箇条書きで記述してください。

(1) 課題６では、活動プログラムを作成する際において、自分自身に不足していることや

もっと知りたいことなどを、知識・技能・心構えに分け、第２教程におけるあなたのニ

ーズを明確にします。

(2) これらのニーズを

といった書き方で、箇条書きで記述してください。
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● Ａ４判の用紙に横書きで課題毎に記述し、左綴じとしてください。

● 「ウッドバッジ実修所第一教程（課題研究）」に必要な事項を記載し、表紙として

下さい。

● 「ウッドバッジ実修所第一教程（課題研究）」には、課題ごとに指導をして下さっ

たトレーナーの役務とお名前、指導・助言の内容を記入しますが、書いていただい

ても、自分で書いてもどちらでもかまいませんので、担当トレーナーにご相談くだ

さい。

● 課題研究の認定はトレーナーです。認定トレーナーの欄に署名をいただくととも

に、課題研究と一緒に必ず指導者手帳を提出してください。

● 第２教程の参加申込にあたっては「ウッドバッジ実修所第二教程参加申込書」を

その上に付けてください。第２教程の参加申込時には指導者手帳は提出する必要は

ありません。

各書類の様式は、日本連盟ＨＰの「加盟員情報」→「ダウンロード」→「指導者訓練」

のページから最新のものをダウンロードしてください。


